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宇宙線加速の現場と考えられている超新星残骸（SNR）では, Hα放射フィラメントの固有運動と１次元の衝撃
波接続条件が予言する下流の温度と実際の下流の温度を比較して宇宙線加速効率が調べられており, SNRでの高
効率宇宙線加速が示唆されている。一方で, 最近の多次元磁気流体シミュレーションによって, SNRの衝撃波は星
間媒質がもつ密度揺らぎとの相互作用によって波打ち, ほとんどの領域で斜め衝撃波となることが示されている。
このとき, 下流の温度は１次元の衝撃波接続条件の予言よりも低くなるので, 宇宙線加速効率は大きく見積もられ
る可能性がある。
我々は３次元磁気流体シミュレーションを用いて, SNRでのHα輝線放射の固有運動と衝撃波接続条件から見

積もられる宇宙線加速効率が大きく見積もられうることを明らかにした（Shimoda et al. 2015）。さらに, 宇宙線
加速効率を準解析的に評価したところ, 加速効率は上流の密度揺らぎの振幅程度の不定性を持ち, 数値計算の結果
と大まかに一致した。しかしながら先行研究では衝撃波上流の密度揺らぎの振幅は, 典型的な星間媒質で期待さ
れる程度の場合でしか計算していない。本研究では, 密度揺らぎの振幅が典型的な星間媒質のものより小さい場
合の計算結果について報告する。


